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　従来法の MRI では，撮像前に TR，
TE，TIといったパラメータを設定し，そ
れに応じたコントラスト画像を取得してい
るため，1回のスキャンで得られるコント
ラスト強調画像は 1 種類のみであった。
一方，QRAPMASTER（quantification 
of relaxation times and proton density 
by multi-echo acquisition of saturation-
r ecove r y us i ng t u rbo sp in - echo 
readout）シーケンスでは，1回のスキャン
で複数のコントラスト強調画像を取得す
ることができる（synthetic MRI）。さらに，
コントラスト画像の合成のみならず，組織
の定量値計測や灰白質（GM）および白質

（WM），脳脊髄液（cerebrospinal fluid：
CSF）の容積測定（volumetry），セグメン
テーション，ミエリン量の測定も可能であ
る1）。本稿では，これらの技術を総称して

“SyMRI”（SyntheticMR社，リンショー
ピン，スウェーデン）と称し，その原理と
定量性，脳への臨床応用について紹介する。

QRAPMASTERによる
定量値の取得

　QRAPMASTERは，multi-delay，
multi-echoで行われるturbo spin-echo
系のシーケンスであり，1回のスキャンで
全脳のT1値，T2値，プロトン密度を
測定する。通常は，1 スライスにつき
4 種類の TI，2 種類の TE を用いて計
8枚の基画像を取得する。4種類のTIで
得られた画像から，curve fi ttingにより
T1緩和曲線を推定してT1値およびプ
ロトン密度を算出し，2種類のTEで得
られた画像からT2緩和曲線を推定して
T2値を算出する。その際，T1値，T2値，
プロトン密度の測定は同時に行われるた
め，各定量マップを互いに位置ズレのない
状態で得ることができる（図1）。また，こ
れらの定量値を基に後から仮想上のTR，
TE，TIを設定することで（synthetic 

MRI），任意のコントラスト強調画像を
合成することができる（図2）。
　SyMRIでは，緩和曲線の推定に用い
るTIおよびTEの数が少なくはあるが，
1 .5T MRIの検証では，正確性・再現
性共に良好であったという報告がある2）。
当院で，3種類の3T MRI装置（GE社，
シーメンス社，フィリップス社）により
健常ボランティアによる検証を行ったと
ころ，QRAPMASTERにより取得した
定量値の再現性は良好という結果となっ
た。今後は，ファントムを使用して，
3T MRIでの定量値の正確性の検討も
行っていきたい。

SyMRIを利用した
volumetry

　従来法では，主にT1強調画像を用
いて，異なる組織間のコントラストの差
に基づいてセグメンテーションが行われ
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図1　定量map
a：T1 map　b：T2 map　c：PD map


